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This paper clarifies city formation of modern London has developed on the axis of 
transportation by water, and it is shown clearly that various physical distribution space existed 
functionally over the time frame. London was constituted with the Thames, it grew up with the 
Thames, and the process of the city formation built the base of the modern city of the golden age. 
And physical distribution space developed in modernization, such as a canal and dock, 
supported development of London, and formed the various urban space in London. Moreover, 
the Thames continued flowing through the city center from the ancient Roman age to the 
present, the physical distribution space of the waterside developed in modern times was 
inherited to the present city in various forms as byproduct of history, and create waterside 
space which charms people. 
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１．研究の目的	 
	 	 イギリス都市における舟運による物流空間の歴史的
変遷に光を当てた研究はこれまでされてこなかった上、
本研究は筆者の所属する陣内研究室で進めている「水都
学」研究にとって、産業革命以後の近代における水の都
市空間の形成過程を理解する上で大きな役割を果たす。	 
	 イギリスは大英帝国として多くの植民地を有し、１５
世紀～１７世紀の大航海時代にはテムズ川を中心とした
水都ロンドンが繁栄した。また、産業革命を機にイギリ
ス中に運河が建設され、内陸の舟運ネットワークも形成
された。ロンドンは世界諸国との貿易やイギリス諸都市
との沿岸貿易で多くの富が集中し、近代に最盛期をむか
える。	 
	 長い時間軸の中で形成されたロンドンの物流空間はど
のような背景で成り立ち、どのような都市空間を生み出
しているのか。また、それらの物流空間は現代の都市に
どのように継承されているのか。本論文ではこれらのこ
とを明らかにすることを目的とする。	 
２.イギリス諸都市の物流空間と都市構造の分析	 
	 (１)下流域	 
	 下流域のダブリン、リバプールでは川岸に物流空間が
造られることが共通している。ダブリンでは川岸に直接
波止場が形成され、荷揚げが行われた。リバプールでは
川岸に直列に連結された多数のドックが建設され、その
中に波止場が形成された。また、下流域の都市の特徴と
してドックが建設されることが挙げられ、ドックは内陸
の都市と繋がる運河に接続していることも共通している。	 
	 
	 
図１	 ダブリンの水域	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図２	 リヴアプールの水域	 
	 
	 (２)内陸部	 
	 内陸部のマンチェスター、バーミンガムでは早い時期
から運河が開発され、荷揚げの機能はベイスンと呼ばれ
る船溜まりに集中していたことが共通している。工場も
運河沿いに建設され、製造と物流が舟運によって繋がっ
ていた。また、都市内の運河は複雑に形成され、鉄道と
関係性を持ちながら有効的に機能していた。	 
	 
	 
図３	 マンチェスターの水域	 
	 
	 
図４	 バーミンガムの水域	 
	 
	 (３)中流域	 
	 中流域のブリストル、ロンドンの物流空間は非常に多
様である。ブリストルは以前まで川港として機能してい
たがフローティングハーバーができることで河川は大規
模なドックのような形態の物流空間に転換された。ロン
ドンは時間軸の中で河川、運河、ドックと様々な物流空
間が形成され、近代にはそれらの多様な物流空間が様々
な形で機能していた。	 
	 
	 
図５	 ブリストルの水域	 
	 
	 
図６	 ロンドンの水域	 
	 
	 以上のように、下流域の都市では川港と運河が接続す
るドックが発達し、内陸部の都市では複雑に入り組んだ
運河が発達し、中流域の都市では下流域と内陸部の特徴
がそれぞれ見られ、多様な物流空間が存在することが明
らかになった。そしてこれらの物流空間の多様化はそれ
ぞれの都市の地理的条件が大きく関わっていると考えら
れる。	 
	 
２．物流を軸としたロンドンの都市形成	 
	 (１)古代ローマ・中世	 
	 第２章ではロンドンの都市形成を理解するため古代ロ
ーマ時代から近代、現代まで物流空間の変遷に注目し、
都市の発展段階を時間軸に沿って見ていく。古代ローマ
から近代まで物流機能の中核はテムズ川であった。いつ
の時代もテムズ川には多くの船が行き来し、大量の物資
が運び込まれていた。テムズ川沿いには「クリーンハイ
ス」や「ビリングスゲイト」に代表されるような掘り込
み型や、「ステアーズ」と呼ばれる多数の階段桟橋型の
港が存在していた。特に小型の船やはしけ舟が掘り込み
型港と階段桟橋型港に集まっていた。いずれにしても古
代ローマ時代から１７００年代までの長い間、港の機能
はテムズ川に集中し、ロンドンの物流空間は「川港」で
あったといえる。	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図７	 テムズ川の１３〜１４世紀頃の波止場	 
	 
	 
図８	 川岸に並ぶ多数の波止場（１７４４年）	 
	 
	 (２)近代	 
	 １８世紀中頃になると内側まで掘り込んだ入り江状の
港が登場してくる。この形態はそれほど多くは存在しな
いが、これまでは川岸のみに波止場があったのに対し、
テムズ川に入り江状の船溜まりができることで小舟が係
留し、湾内部で荷揚げをすることができた。これはこの
時代に登場した新たな港の形態だと考えられる。近代に
入ると貿易量も増え、船荷の巨大化や、船荷の防犯上の
対策としてドックが造られるようになり、１８２０年ま
でに多数のドックが建設された。これらドックは潮位差
が７ｍあるテムズ川とロックでつながれ、水面が安定し
た大規模な船溜まりでありこの中で荷役作業が行われた。
また、産業革命を機にイギリス中で建設が始まっていた
運河がこの時代にロンドンにも造られ、テムズ川と多数
の内陸の運河が繋がることとなった。運河の各所にはベ
イスンと呼ばれる船溜まりが造られ、そこに物流機能が
集中した。	 
	 
	 
図９	 最盛期のロンドン	 
	 
	 これらの物流空間は以下に示したように「川港型」、
「入り江ドック型」、「運河ベイスン型」、「ロック付き
ドック型」の４つのタイプに分類することができる。	 
	 
	 
図１０	 物流空間の分類	 
	 
３．物流空間からみたロンドンの都市構造	 
	 (１)テムズ川	 
	 右図からローマ時代の市域である「シティ」の川岸（ブ
ラックフライヤー橋からロンドン塔まで）とその対岸に
は以前から継続的に物流施設が集中し、多くの荷揚げ場
や桟橋が並んでいることがわかる。都市の中心核である
「シティ」には税関もあり、物流の中心地であったことが
わかる。グリニッチ周辺では物流施設の密度は減るが、
それより下流にも物流施設は川岸に設置されていること
が分かる。工場については、「シティ」や「ウエストミ
ンスター」にはほとんど見られないが、サザーク橋を渡
った南岸の地域に工場が点在し、工業地帯となっている。
タワー・ブリッジより下流のテムズ川両岸には工場は少
ないが、ミルウォールドックより下流には川岸に鉄工所
などの工場が多く建てられている。また、グリニッチよ
り下流の右岸にも広大な敷地を有するサウス・メトロポ
リタン・ガス工場をはじめ、多数の工場が分布している
ことが分かる。	 
	 
	 
図１１	 シティ周辺の様子	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図１２	 グリニッチ周辺の様子	 
	 
	 (２)リージェンツ運河	 
	 	 リージェンツ運河はパディントンからライムハウス
まで１２個のロックで水位が制御され、運河の各所には
いくつものベイスン（船溜まり）が設置されている。	 
	 下図で示したようにリージェンツ運河はパディントン
から住宅街とロンドン動物園を通りぬけ、カムデン・タ
ウンへ向かう。物流施設は幅の狭い運河沿いには設けら
れず舟が係留できるベイスンの周囲に集中して設けられ
た。また、パディントンベイスンやカムデン・タウン、
バトルブリッジベイスンの北西には鉄道駅が建てられ、
運河と鉄道の結節地点として物資が接続された。特にバ
トルブリッジベイスンの北西には多数の引き込み線が敷
かれ、鉄道と運河が接続している様子がよく分かる。	 
	 また、リージェント運河沿いに工場が多く分布してい
ることが分かる。特にガス工場と製材所が多く見られ、
リージェンツ運河は農地であった土地に新規に建設され
たため、広い敷地を必要とする工場が多く建設されたと
考えられる。	 
	 
	 
図１３	 パディントンからカムデン・タウンまでの様子	 
	 
	 
	 
	 
図１４	 多数の工場が運河沿いに設置されている	 
	 
	 (３)ドックランド	 
	 下の分析図を見ると「シティ」より東の地区(タワー・
ブリッジより下流)に開発された多数のドックは水面の
周囲を大規模な倉庫で取り囲まれている。サリー商業ド
ックは変形したいくつもの水面が集合し、陸には倉庫の
他、広い敷地の荷置き場が付随され、もっとも大規模な
ドックである。ドックの水面を倉庫が取り囲む点は共通
しているが、水際に通路を設けたものや、複数のドック
が連結したものなど、様々な形態が見て取れる。	 
	 工場についてはドックの周りに設置されるものはほと
んど見られないが、鉄工所やガス工場などいくつかの工
場はドックに近接して立地している。	 
	 西インドドックやミルウォールドックがあるアイル・
オブ・ドック地域には多数の貨物の引き込み線があり、
舟運と鉄道が結節し、ドックや物流施設と隣接して鉄道
施設が建てられている。西インドドックの東にある少し
規模の小さいポプラードックは水面を鉄道施設が囲み、
様々な方向に伸びる線路が接続されている。このドック
は主に石炭を取り扱っていたため、鉄道での内陸輸送が
重要であり、鉄道施設は石炭を保管する役割も担ってい
たと考えられる。	 
	 
	 
図１５	 市街地のドックと大規模なサリードック	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 図１６	 鉄道と接続するアイル・オフ・ドック地域	 
	 
	 
	 
	 以上のように、この時代にはテムズ川の川港に加え、
リージェンツ運河のベイスンや、新天地にドックが登場
し、都市の構造は舟運を軸として構築された。また、近
代のロンドンには様々な目的と機能から多様な物流空間
が同時に存在していた。	 
	 
４．近代ロンドンの物流空間	 
	 (１)物流空間の分類	 
	 第２章「物流を軸としたロンドンの都市形成」では物
流空間の歴史的変遷を追うことで、長い時間軸の中で通
時的に様々な物流空間が登場することが明らかになった。
第３章「物流空間から見た近代の都市構造」では通時的
に登場した多様な物流空間が近代という一時代において
共時的に存在し、ロンドンの都市構造を形成しているこ
とが明らかになった。共時的に存在する近代の物流空間
は次図のようにさらに詳しく分類することができる。	 
	 
図１７	 近代における物流空間の分類	 	 
	 
(２)空間構造の分析	 
	 a)Wapping（川港型） 
 
 
図１８	 ワッピングの物流空間	 
	 
	 上図より、川沿いには大小様々な倉庫が隙間を開ける
ことなく建ち並んでいる。また、掘り込み型の港や階段
桟橋,船着場も設置されていることが分かり、様々な物流
形態が共存している。ワッピングベイスンの入り口のす
ぐ東には物流空間に紛れてパブが建てられている。パブ
は物流空間と共存し、労働者の溜まり場であったと思わ
れる。また、倉庫の裏を通るハイストリートよりさらに
内側には教会や学校、公園などがあり、居住空間であっ
たことが分かる。したがって、ワッピングは職住近接地
域の川港であったことが分かる。	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 図１９	 現在のワッピング	 
	 
	 上図から分析範囲において約半数の倉庫が現代に残さ
れ、オフィスや集合住宅にコンバージョンされ使用され
ている。また、建て替えられた倉庫のほとんどは現代風
の集合住宅として用途を変えている。一方、階段桟橋や
船着場はほとんど残され、船着場は水上バスの駅になる
など近代と変わらず機能している。ワッピングベイスン
の水面は埋め立てられてしまったもののサッカーグラウ
ンドとして、空間が継承されている。ワッピングのハイ
ストリート沿いには、レンガ造の古いダイナミックな倉
庫が建ち並び、倉庫街としての趣は現代の都市空間に継
承されている。古い倉庫を利用した川沿いのキャプテン
キッドパブはかつての屋外の荷置き場をテラス席として
活用し、人気を集めている。	 
	 
	 b)Limekiln Dock（入り江ドック型） 
	 
	 
図２０	 ライムキルンドックの物流空間	 
	 
	 ライムキルンドックの南側には大規模な敷地のライム
キルン造船所が建てられ、船の製造が行われていた。大
きさの異なる２つのドライドックがあり、その大きさか
らはしけ舟や小船が造船されていたと考えられる。一方、
ドックの北側には水際まで小規模な倉庫が建ち並び、磁
器製品の他、造船に必要な船の部品などを扱っていたと
考えられる。ドックより２本北にある道はロープメーカ
ーズフィールドと呼ばれ、帆船のためのロープ製造が行
われていたと思われる。また、この道には大規模なビー
ル工場も建てられている。ドックの東には学校が設置さ
れ、住居空間も近接していたことが分かる。	 
	 
	 
図２１	 現在のライムキルンドック	 
	 
	 このエリアは都市の中心地から少し離れた場所に位置
するので現在は閑静な住宅地として利用されている。か
つてドックを囲んでいた倉庫のほとんどが建て替えられ、
小さな単位であった建物は一つの敷地にまとめられ、集
合住宅として生まれ変わっている。ドックの南側にあっ
たドライドックは埋め立てられ、造船所もまた大規模な
集合住宅に建て替えられている。ビール工場やロープ製
造所があったエリアは敷地ごと再開発されていることが
わかる。建て替えられずに残された倉庫はドックの北側
にあり、外観や形状などはほぼそのままの形で残され、
現在は小さなオフィスとして利用されている。	 
	 
	 c)St. Katharine Dock（ロック付きドック型） 
 
	 
図２２	 セント・キャサリン・ドックの物流空間	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 セント・キャサリン・ドックは数あるドックの中でも
都心に近い最も西に位置し、ドックの西側はロンドン塔
が、北側には王立造幣局が建ち、公共施設が集まるエリ
アに建設された。１つのベイスンと２つのドックから成
る「単一ドック型」である。左右のドックには水面を囲
むように大規模な倉庫が水際まで建てられ、中央には水
際に荷揚げ空間を備えた象牙倉庫が建てられている。ベ
イスンはドックに入る前室の役割で荷役作業は左右のド
ックで行われていたと考えられる。右側のドックにある E
倉庫は隣のロンドンドックの倉庫と空中廊でつながれ、
品物が相互に移動され保管されていた。	 
	 
	 
図２３	 現在のセント・キャサリン・ドック	 
	 
	 セント・キャサリン・ドックは１９６８年に閉鎖され
た後、１９７０年代に再開発が始まり、現在では観光客
も多く訪れる、水辺の複合施設として賑わいを見せてい
る。上図より、現代に残されている倉庫は B 倉庫と中央
に位置する象牙倉庫のみで、かつて水面を囲んでいた立
派な倉庫のほとんどが建て替えられ、オフィスや集合住
宅、ホテル、レストラン、ショップなどとして利用され
ている。倉庫はかつて、水際まで建てられていたが、新
たに建てられた建物は水面からセットバックして建てら
れ、上図で示したように水際を歩くことができる。さら
に、ドック内には桟橋が設置され、多数のクルーザーが
係留されている。現在のセント・キャサリン・ドックは
プラーベートハウスや、コテージなども設置され、観光
地である一方、富裕層が余暇を楽しむ水辺空間としても
機能している。物流空間の設備として機能していたロッ
クも現在では水位を保持するためのインフラ設備として
しっかり整備されている。	 
	 
(３)倉庫建築の分析	 
	 a)King Henry's Wharf（Wapping） 
	 テムズ川沿いには大小様々な倉庫が建ち並んでいるが、
その中でも「キング・ヘンリーズ・ワーフ」の倉庫は大
規模な倉庫に該当する。５階建ての高さがあり、幅は約
４０ｍで、レンガ造の倉庫である。建物は川岸に面して
建てられ、船から倉庫へ直接荷揚げをしていた。下図は
川に面する南側の立面図であるが、建物の中央と右側に
大小２つのクレーンが外壁に取り付けられていることが
分かる。また、倉庫の各階の外壁面には扉が取り付けら
れ、クレーンで持ち上げられた貨物はその扉から各階に
収納された。このエリアは景観保護区域として登録され、
現存する歴史的な倉庫の多くは保存され、この「キング・
ヘンリーズ・ワーフ」の倉庫も現在は集合住宅としてコ
ンバージョンされている。	 
	 
	 
図２４	 キング・ヘンリーズ・ワーフの立面図	 
	 
	 b)Limekiln Dock の倉庫群（Limekiln Dock） 
	 	 ライムキルンドックの北側には、小規模の倉庫が壁
を共有するように建ち並んでいる。建物の規模は２～３
階建てで、幅はそれぞれ約１０ｍほどである。倉庫は、
水際まで建て込み、船から直接倉庫に荷揚げするタイプ
である。したがって、倉庫の外壁にはクレーンが取り付
けられている。それぞれの倉庫は切妻屋根や寄棟屋根、
陸屋根と様々で、開口部の大きさや窓の数も異なってい
る。これらの倉庫は当時、造船のための道具を保管して
いたと考えられるが、現在は外壁を残したまま、内部が
リノベーションされ、オフィスとして使用されている。	 
	 
	 
図２５	 ライムキルンドックの倉庫の立面図	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５．結章	 
結論	 
	 本論文では、近代ロンドンにおいて舟運を軸として発
展してきた水の都市空間の形成を明らかにし、さらに、
多様な物流空間が時間的な枠を超えて機能的に存在して
いたことが明らかになった。テムズ川と共に成立し、テ
ムズ川と共に成長を重ねてきたロンドンの都市形成過程
は、最盛期を迎える近代の都市の基盤を造った。そして、
テムズ川に加え、近代に開発された運河やドックなどの
物流空間はロンドンの発展を支えると共に、水都ロンド
ンの多様な都市空間を形成した。また、テムズ川は古代
ローマ時代から現在に至るまで都市の中心を流れ続け、
近代に大発展した水辺の物流空間は歴史的産物として
様々な形で現在の都市に継承され、人々を惹きつける水
辺空間を創造している。	 
	 かつて舟運はロンドンの人々にとって非常に価値の高
いものであり、生活に欠かせないものであった。その水
に対する高い精神は歴史を通じて現在のロンドンに受け
継がれ、水の都市ロンドンが活き続けている。ロンドン
における舟運による物流空間は都市を発展させた最大の
舞台であり、都市に賑わいを生む最大の要素である。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図２５	 ワッピングにあるキャプテンキッドパブ	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